
量子波動器【メタトロン】のすべて 

 

本書を読む前に〜メタトロンとは  

 

メタトロンは、戦場や宇宙空間など、医師がいない極限状況下で人間の健康を管理

するために、ロシアで開発された機器です。  

 

人体の各臓器・部位から発せられる周波数や、全身の生体磁場エネルギー情報を読

み取り、ディスプレイに表示された各臓器の画像に 6 段階の数字で評価を提示する

測定機器です。ヘッドホンのような形をした情報収集器を頭に装着して、全身の周

波数を収集、独自のアルゴリズムで分析します 

 

メタトロンは、病気を見ている訳ではなく、人体における生命現象の変化を計測し 

ています。病気は生命現象の一部であり、メタトロンは様々な環境変化によって生

体のエントロピーがどのように変化しているかを計測 、視覚化し、健康維持のため

の情報を提供できる画期的なシステムです。 

 

メスを使ったり、放射線を用いたりするわけではないので、人体にもとても優しい

測定方法です。 

 

さらに、メタトロンの機種によっては、心の奥底にある感情を読みとることがで

き、病気の根本的な原因となっているストレスや感情を探り当てることも可能なの

ですさらに、メタトロンの機種によっては、心の奥底にある感情を読みとることが

でき、病気の根本的な原因となっているストレスや感情を探り当てることも可能な

のです 

 

本書では、このメタトロンを使いこなして病気の根本原因を探り、それを除去する

ことで根源的な治療を目指す、三名の医師にインタビューしました。 

 

医療のトップランナーたちがメタトロンをどのように活用しているのか? そして、

彼らの理念は? 医療を提供する側、受ける側にとっての新たな選択肢がここにあり

ます。 

 

それぞれ専門分野は違いますが、最新の機器を用いて患者のために包括的な治療を

施す、未来型医療の実践者です。 



「量子波動器」探源 

 

前 言 

在閲讀本書之前，我們先瞭解一下什麼是「量子波動器」。 

人類在戰場上或太空人在外太空等場合，在缺乏或沒有醫生的極限狀況下，為了維

護健康，前蘇聯的科學家曾經研發明一種名為「量子波動器」機器。(譯注 1--Metatron 

メタトロン)。 

 

人體之各臟器、各部位都能發出各種頻率，而且人類全身生物磁場能量的資訊都能

被讀取。「量子波動器」可以顯示各個臟器的圖像，並提示出六段數字的評估。它是

在人體頭部載上類似耳機形狀的信息收集器，用來收集全身的頻率，然後運用獨特的

運算法來進行分析。 

 

「量子波動器」並不是直接用來看病的，它是用來測量人體各種生命現象的變化。生

病本來就是生命現象的一部分，「量子波動器」可以用來測量環境轉變所成生物體的

「熵」值變化的情形，然後將測量結果「視覺化」，因此，它是能夠提供維健康訊息的

劃時代系統設計。(譯注 2) 

 

不必使用手術刀，也不必用放射線，因此它對人體所採用的，是一種非常溫和的測

量方法。而且，有些「量子波動器」的機種，甚至能讀取你內心深處的情感，探覺出

來是哪種壓力或情感因素，是造成人體生病的可能原因。 

 

希望透過本書的說明，讓醫護人員或養生者能熟練使用「量子波動器」，探究人類

致病的根源，以期達成能夠「完全除病」的醫療目標。為此，在本書內容中，也列入

與另外三名專業醫生各別的對談並交換意見。  

 

雖然各有不同的專業領域，他們都是使用這種最新的儀器爲患者提供「綜合治

療」。所以，我們可以說是「未來型醫療的實踐者」。 

 



醫療先進們應如何活用「量子波動器」呢？還有如何建構他們的理念呢? 從醫療保

健提供者和醫療接受者兩方面而言，都應該會有新的選擇吧。 

---------------------------------------------------------------- 

譯注 1: 

Metatron(梅塔特隆)是一位大天使，祂教導人們永遠善用精神力量作抉擇,並在浩瀚的宇宙檔案中記錄人

們的抉擇。Metatron 經常使用光亮的立方體 Metatron's Cube 來清除人們不健康的能量。Metatron 經常促

人們用積極的想法代替消極的想法，鼓勵人們成為思想的主人。另外 Metatron 的拉丁文原意就是「引路

人」或「測量器」。或許這些是「量子波動器」發明之初，以 Metatron 命名的原因吧。 

 

譯注 2: 

「熵」(Entropy 是化學及熱力學的名詞，是一種測量在動力學方面功」的能量總數，也就是當總體的熵

增加，其做功能力也下降，「熵」的量度正是能量退化的指標。「熵」亦被用於計算一個系統中的失序

現象，也就是計算系統混亂的程度。「熵」是一個描述系統狀態的函數，我們常用「熵」和變化量進行

分析比較，它在控制論、機率論、數論、天體物理、生命科學都有重要的應用，不同的學科中也引伸出

更為具體的定義，是各種領域裏重要的參數。 


